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　7 月 7 日、県立浜北森林公園にて自然観察会

を行いました。この観察会の目的は、この時期

に見られる世界最小クラスのトンボのハッチョ

ウトンボを観察することです。ハッチョウトン

ボ♂は、小さいという特徴以外は、全身が真っ

赤で、翅の根本が黄色を帯び、ショウジョウト

ンボ♂に似ています。県の絶滅危惧種に指定さ

れ、県内ではもう浜北周辺でしか見られないト

ンボです。

　観察会当日は、雨が時おりぱらつくような、

曇りがちな天気でしたが、このトンボを見るた

めに 12 名の参加者がありました。実は、私は、

この観察会の前々日にハッチョウトンボが全く

発生していないという情報を聞いていて、と

ても心配をしていました。その心配もあって

観察会当日、私は観察会が始まる 2 時間前に浜

北森林公園に到着し、一人でハッチョウトンボ

を探していました。

　雨がぱらつく中、一人でハッチョウトンボの

いる湿地に行くと、すぐに 2、3m ほど離れた

ところに、赤い体のハッチョウトンボ♂を見つ

けることができました。ハッチョウトンボは、

1 円玉より少し大きい位です。そのハッチョウ

トンボは草に止まり、近づいてもほとんど動き

ません。おかげで、写真がゆっくり撮れました。

その後も、その付近に 5 匹の♂が観察できまし

た。

　ハッチョウトンボが見れたことで安心し、集

合場所に戻り、参加者の皆さんが来るのを待つ

ことにしました。そして、10 時 30 分に参加者

がそろい、観察会を開始しました。はじめに講

師をお願いした福井さんよりハッチョウトンボ

について説明していただきました。その後、浜

北バードピアの瀬下さんの案内のもと、ハッ

チョウトンボが見れる湿地に向かいました。

　その途中、冬虫夏草のカメムシダケや園内を

流れる小川沿いでは、アカハライモリやツチガ

エル、タゴガエルなどを観察することができま

した。

　そして湿地につくと、さっそくお目当ての

ハッチョウトンボを皆さんとともに見ることが

できました。早朝よりも多くの 10 個体ほど見

られ、♀もいました。参加者の皆さんも一人一

人写真を撮り、じっくりと観察することができ

ました。

　ハッチョウトンボを満足いくまで観察した後

は、浜北バードピアに戻る途中で、モノサシト

ンボやキイトトンボなどのトンボも観察でき、

またサンコウチョウを目の前で見ることができ

ました。　

　浜北バードピアでは、森林公園で見られる昆

虫などの標本を見せていただきながら、瀬下さ

んより、森林公園で見られる野鳥などの説明を

していただきました。森林公園は、ハッチョウ

トンボ以外でも、野鳥など様々な観察会の企画

ができそうです。
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